
令和７年３月１３日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

施 設 名：グループホーム・ひなたぼっこえびすヶ丘 

施設種類：認知症対応型共同生活介護 

 

会議開催日時：令和７年 ３月 １３日（火）１４：００～１５：００ 

開 催 場 所：ひなたぼっこえびすヶ丘

出 席 者： 

（ 人 数 ）

 

利用者 ０人 知見を有する者等 １人 

利用者家族 ０人 地域包括支援センター職員 ０人 

地域住民の代表 ３人 益田市職員 １人 

その他（代表者、管理者、施設職員等） １人 

 

【行政からの伝達事項】 

・3 月 25 日集団指導がある。 

 

【入居者状況】  

 入居者９名（女性 ９名 ） 

 平均年齢 ９０歳    平均介護度  2.３（1～５） 

              退居 2 名  入居 2 名 

       

                             

【活動状況】 

・ドライブ・訪問カット 

・ 新聞折り・塗り絵・壁画作り・体操・下肢訓練・編み物・折り紙 

・ 季節行事～・節分豆まき  鎌手に水仙を見に行く 

 

【事故・ヒヤリハット・苦情】 

・ 事 故  ５件（転倒～１件・薬飲み忘れ・口から出す等～４件） 

・ ヒヤリハット １件（薬紛失～1 件） 

 



【消防署立ち合いのもとで火災時の避難訓練実施】 

〇消防署の方からの指導 

・職員は日頃より消火器の場所を確認しておき、すぐに初期消火をする事。１

階に消火器が２本ある為、２本を連続で使用しとにかく初期消火を行う。 

・油使用時の初期消火は消火器ではない方が良い。エアゾール式消火剤がある

ので購入しておくと良い。 

・近所が火災となった時は火元から離れた場所に一時避難し、消防署の方に情

報を伝え指示をもらう。 

・消防署到着後は避難状況を必ず伝える。 

 

【運営指導結果】 

・特に指導事項はなかった 

・グループホームでは専門職の配置がない為、入居者の方の状態によってはＰ

Ｔ・ＯＴ・ＳＴさんに相談しアドバイスを頂きたい時があるが、その場合の相

談窓口はないか市の方に相談する。市として専門職との連携がある為、その時

は市に相談しても良いと話される。 

 

【感染症ＢＣＰ研修・訓練実施】 

・ゾーニングや日々の情報伝達方法を行った。 

 

【その他】 

〇入居者の方の状態でＳＴさんとＰＴさんに相談・アドバイスしていただきた

い方がいるので、市の方から依頼して欲しい事を伝える。 

〇地域の行事としてふれあい祭り開催され、催し・展示や軽食・野菜販売等が

あり地域の方より開催時の様子を聞く。 

コロナ前はホームでも入居者の方や職員が参加し入居者の方が大変喜ばれてお

られた為、今後参加できるようになると良い事を伝える。 

今回は入居者の方の作品を展示させてもらう。 

 


